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◆善いサマリア人 

１０ 25すると、ある律法
り っぽう

の専門家
せ ん も ん か

が立ち上がり、イエスを試
ため

そうとして言った。「先生
せんせい

、何
なに

をしたら、永
えい

遠
えん

の命
いのち

を受
う

け継
つ

ぐこ

とができるでしょうか。」 26 イエスが、「律法
り っぽう

には何
なん

と書
か

いてあるか。あなたはそれをどう読
よ

んでいるか」と言
い

われると、 27

彼
かれ

は答
こた

えた。「『心
こころ

を尽
つ

くし、精神
せいしん

を尽
つ

くし、力
ちから

を尽
つ

くし、思
おも

いを尽
つ

くして、あなたの神
かみ

である主
し ゅ

を愛
あい

しなさい、また、隣人
りんじん

を

自分
じ ぶ ん

のように愛
あい

しなさい』とあります。」 28 イエスは言
い

われた。「正
ただ

しい答
こた

えだ。それを実行
じ っ こ う

しなさい。そうすれば命
いのち

が得
え

ら

れる。」 29 しかし、彼
かれ

は自分
じ ぶ ん

を正当化
せ い と う か

しようとして、「では、わたしの隣人
りんじん

とはだれですか」と言
い

った。 30 イエスはお答
こた

えに

なった。「ある人
ひと

がエルサレムからエリコへ下
く だ

って行
い

く途
と

中
ちゅう

、追
お

いはぎに襲
おそ

われた。追いはぎはその人
ひと

の服
ふく

をはぎ取
と

り、殴
なぐ

り

つけ、半殺
はんごろ

しにしたまま立
た

ち去
さ

った。 31ある祭司
さ い し

がたまたまその道
みち

を下
く だ

って来
き

たが、その人
ひと

を見
み

ると、道
みち

の向
む

こう側
がわ

を通
とお

っ

て行
い

った。 32同じように、レビ人もその場所
ば し ょ

にやって来
き

たが、その人
ひと

を見
み

ると、道
みち

の向
む

こう側
がわ

を通
とお

って行
い

った。 33 ところが、

旅
たび

をしていたあるサマリア人
じん

は、そばに来
く

ると、その人
ひと

を見
み

て憐
あわ

れに思
おも

い、 34近寄
ち か よ

って傷
きず

に油
あぶら

とぶどう酒
し ゅ

を注
そそ

ぎ、包帯
ほうたい

をし

て、自分
じ ぶ ん

のろばに乗
の

せ、宿
やど

屋
や

に連
つ

れて行
い

って介抱
かいほう

した。 35そして、翌日
よ く じつ

になると、デナリオン銀貨
ぎ ん か

二枚
に ま い

を取
と

り出
だ

し、宿屋
や ど や

の

主人
し ゅじん

に渡
わた

して言
い

った。『この人
ひと

を介抱
かいほう

してください。費用
ひ よ う

がもっとかかったら、帰
かえ

りがけに払
はら

います。』 36 さて、あなたはこの

三人
さんにん

の中
なか

で、だれが追
お

いはぎに襲
おそ

われた人
ひと

の隣人
りんじん

になったと思うか。」 37律法
り っぽう

の専門家
せ ん も ん か

は言
い

った。「その人
ひと

を助
たす

けた人
ひと

で

す。」そこで、イエスは言
い

われた。「行
い

って、あなたも同
おな

じようにしなさい。」                                  
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イエスのたとえは、神のみ意と言葉を人々に伝えるためにイエス

が用いられた方法で、内容は短く、創作された話です。しかし短い

中にも、鋭くリアルに表現し強いインパクトを持ち、聞く者たちの心

には驚きや問いを生じさせられます。 

「善いサマリア人」と名付けられるようになった今日のたとえもそ

の代表的な一つです。文脈や背景など詳しく知らずに初めて聞く

者にとっても十分に驚きとインパクトを与えながらイエスが伝えよう

とする神の意を伝え、思いを行動へと向けさせる力をもっていると

思います。それでもなお、丁寧に内容を追うことで、メッセージをより

深く思いめぐらし、そしてイエスの呼びかけに応えてゆきたいと願い

ます。また、今日という文脈でこのたとえを読むことでよりリアルに

感じられ受け取られることもあることでしょう。 

このたとえは枠となっている問答からも意味深いです。質問をし

たユダヤの律法の専門家は、イエスを「試そう」として発言したとあ

ります。内容は先日取り上げた金持ちの青年の問いとも重なりま

す。何をしたら、何が得られますか？１世紀当時のユダヤ教での関

心事の一つ「永遠の命」というものを、この人も自分が獲得できる

ものとして考えます。しかし永遠の命とは「神がお与えくださる神と

共にある命、生の現実」なのですから、人間が命の量や長さ、質を

何か加えて確保するようなものではありません。イエスは律法を知

っているのだろうと言われます。律法の専門家は愛神愛隣の二つを

組み合わせ（申６：５、レビ１９：１８）て答えます。イエスはそれを実行

するようにと突き放したように言われます。律法の専門家は、自分を

正当化するために「わたしの隣人とはだれか」と更に問います。この

問いにこそ隣人愛の教えの持つ危険さ、そしてこの人の本音が顕

わにされています。「隣人」を相手が何者であるかによって線引きし

て条件づけて選ぶことです。イエスは「隣人」にういて人間がこのよ

うに神の掟を自己正当化する危険を熟知されていたと思います。山

上の説教ではあなたがたは「隣人を愛し、敵を憎め」と言われてい

る（マタイ５：１３）と指摘します。後半は律法にはありません。しかし

隣人を定義しようとするとそうではない者が線引きされ、その対象 

への憎悪さえ正当化される危険があることを鋭く指摘された

のです。人がよく生きるための教えや言葉も、人と人を諸条

件で分断するのを正当化し容赦なく憎悪（ヘイト）を煽るメッ

セージに変えることもしてしまうのが人間です。それが行き着

く所はいのちが容赦なく狙われる危険の中で自己責任を押

し付けられ切り捨てられる社会です。 

 たとえの「ある人」は徹底的に個人を見分ける記号となる、

服や持ち物が奪われ言葉を発することができず、いのちが踏

みにじられ危機に瀕して倒れています。ユダヤの祭司、神にま

つわる奉仕の仕事をするレビ人という社会で敬われる立場

の者が「道の向こう側」を通って去っていきます。それをも正

当化させる律法解釈を導くこともできることでしょう。自助を

行動原理としたら「この人を助けたら自分はどうなるか」と当

然考えることになるでしょう。しかしイエスは「サマリア人」を

登場させます。おそらく聴衆のユダヤ人たちの多くが歴史的

社会的分断を根拠に「憎悪」（ヘイト）していた存在です。そ

の相手をヒーローの役割に充てます。相手が誰か？でも、自

助の原理でもなく、「この人を助けなかったらこの人はどうな

るか？」の「憐れみ」の原理で近寄り、傷に油とぶどう酒を注

ぎ、包帯し、ろばに乗せ、連れて行き、介抱します。台詞なく連

続する動詞に惹きつけられます。これらの中に神礼拝の所作

と類似するものがある点も印象深いです。いのちが生かされ

ることを原理としてそこに身を投じるサマリア人は、自身のい

のちも危機にさらします。敵意渦巻くエリコの町の宿屋から

無事に出発できただろうかと、不穏な余韻さえ残して譬えは

終わります。「永遠の命」は人が獲得所有するものでなく「隣

人」は定義して選抜分断することではない。神と共にあって満

たされている（シャローム）のいのちは、他のいのちとも共生

するために突き動かされてゆき、「隣人である」かどうかを問

うことから「隣人となる」ために踏み出すよう心促されます。イ

エスご自身がそれを成し遂げてくださったからです。 


